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ナ
ー
か
ら
の
反
響
も
大
き
く
、
翌
年
か
ら

レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
し
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
な
ら

で
は
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

全
国
初
の
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
も
　
震

災
か
ら
20
年
の
節
目
と
な
る
昨
年
１
月
、

エ
フ
エ
ム
い
た
み
が
中
心
と
な
っ
て
、
震

災
を
機
に
設
立
し
た
阪
神
間
の
地
域
Ｆ
Ｍ

４
局
に
よ
る
合
同
特
別
番
組
を
放
送
し

た
。
受
信
地
域
が
限
定
さ
れ
た
Ｆ
Ｍ
局
同

士
が
共
同
番
組
を
一
斉
放
送
す
る
の
は
、

近
畿
で
初
め
て
の
試
み
。
被
災
者
ら
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
当
時
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
地
域
防
災
活
動
や
今
後
の
備
え

に
つ
い
て
放
送
し
た
。

　

平
成
20
年
に
は
、
災
害
時
の
要
援
護
者

支
援
施
策
と
し
て
、伊
丹
市
と
共
同
で「
緊

急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
」
＝
写
真
＝
の
運
用

を
開
始
。
現
在
、
独
居
高
齢
者
や
市
内
の

学
校
園
、
医
療
・
福
祉
施
設
等
を
中
心
に

約
２
千
台
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用

し
た
「
ま
ち
か
ど
電
子
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
」（
愛
称
い
た
み
え
～
る
）
を
全
国
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
と
し
て
初
め
て
開

の
募
集
も
予
定
し
て
い
る
。

　

開
局
当
初
か
ら
携
わ
る
市
民
ス
タ
ッ
フ

の
平
野
美
穂
さ
ん
（
58
）
は
「
お
し
ゃ
べ

り
好
き
の
主
婦
だ
っ
た
私
が
、
ラ
ジ
オ
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ

て
、
色
ん
な
人
と
出
会
い
伊
丹
の
歴
史
や

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
伊
丹
が
大
好
き
な
人
は
、
ぜ
ひ
市
民

ス
タ
ッ
フ
に
応
募
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　

ま
た
、若
い
リ
ス
ナ
ー
を
増
や
す
た
め
、

市
内
の
高
校
の
放
送
部
員
が
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
を
務
め
る
生
放
送
番
組
「
い
た
み
青

春
放
送
局
」
を
平
成
25
年
か
ら
開
始
。
番

組
内
容
は
生
徒
た
ち
が
自
由
な
発
想
で
企

画
し
、
各
校
の
歴
史
や
校
歌
、
文
化
祭
な

ど
の
学
校
行
事
を
紹
介
し
て
い
る
。
リ
ス

ム
い
た
み
）
が
発
足
、
代
表
取
締
役
社
長

に
小
西
新
太
郎
氏
（
小
西
酒
造
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）
を
選
出
し
た
。
そ
し
て
同
年

12
月
21
日
、
中
央
１
丁
目
の
グ
ラ
ン
ド
ハ

イ
ツ
コ
ー
ワ
２
階
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
、
全

国
で
52
番
目
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
と

し
て
放
送
を
開
始
。
そ
の
後
、
平
成
13
年

４
月
に
完
成
し
た
伊
丹
商
工
プ
ラ
ザ
（
宮

ノ
前
２
）
の
１
階
に
移
転
し
た
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
局
へ
　
エ

フ
エ
ム
い
た
み
は
地
域
密
着
の
ラ
ジ
オ
局

を
目
指
し
、
市
民
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
や
リ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
40
人
が
登

録
し
、
運
営
全
般
に
係
わ
っ
て
い
る
。
来

年
４
月
に
向
け
て
新
た
な
市
民
ス
タ
ッ
フ

震
災
を
教
訓
に
開
局
　
平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
１
月
17
日
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
発
生
し
、
伊
丹
市
に
も
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
今
の
よ
う
に
携

帯
電
話
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
広
報
車
に

よ
る
巡
回
や
避
難
所
で
の
掲
示
、「
広
報

伊
丹
」
の
配
布
な
ど
に
よ
っ
て
、
市
か
ら

の
情
報
を
伝
達

し
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
れ
だ

け
で
は
市
民
に

必
要
な
情
報
を

い
ち
早
く
伝
え

る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

　

こ
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
伊
丹

市
は
同
年
秋
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
局
の
設
立

を
発
表
。
翌
平

成
８
年
８
月
30

日
、
民
間
企
業

等
の
出
資
を
得

て
第
３
セ
ク

タ
ー
の
伊
丹
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
㈱
（
エ
フ
エ

発
し
、
平
成
23
年
に
導
入
し
た
。
人
通
り

の
多
い
駅
な
ど
市
内
38
カ
所
に
大
型
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
。
震
度
４
以
上
の
地
震
発
生

時
や
、
避
難
勧
告
・
指
示
が
出
る
豪
雨
の

際
な
ど
に
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
避
難
を

呼
び
か
け
る
。

　

本
庄
和
郎
放
送
局
長
（
69
）
は
「
こ
れ

か
ら
も
災
害
・
緊
急
放
送
へ
の
備
え
を
軸

と
し
な
が
ら
、
全
市
民
に
一
度
は
出
演
し

て
も
ら
い
、『
私
た
ち
の
ラ
ジ
オ
局
』
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
地
域
に
密
着
し

た
放
送
を
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

番
組
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
フ
ァ
ク
ス
072
・
785
・
４
１
６
１
へ
。

　

先
進
的
な
活
動

を
行
う
図
書
館
な

ど
を
表
彰
す
る

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

２
０
１
６
」
の
最
終
選
考
会
が
11
月
９
日

に
横
浜
市
で
開
か
れ
、県
内
で
初
め
て「
こ

と
ば
蔵
」
が
大
賞

に
選
ば
れ
た
。　

 　

　

同
賞
は
平
成
18

年
（
２
０
０
６
）、

学
識
経
験
者
ら
で

つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
知
的
資
源
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

（
東
京
都
）
が
創

設
。
全
国
３
千
を

超
え
る
公
立
図
書

館
の
ほ
か
、
大
学

図
書
館
、
図
書
館

関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
か
ら
４

機
関
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
最
終
プ
レ
ゼ

ン
を
経
て
大
賞
が
決

定
す
る
。

　

こ
と
ば
蔵
で
は
、「
公
園
の
よ
う
な
図

書
館
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
市
民
が
自
由

に
参
加
し
、
や
り
た
い
こ
と
や
運
営
に
つ

い
て
話
し
合
え
る
「
交
流
フ
ロ
ア
運
営
会

議
」
を
毎
月
第
１
水
曜
に
開
催
。
市
民
の

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
年
間
200

回
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
誰
も

が
気
軽
に
訪
れ
る
図
書
館
づ
く
り
を
進
め

た
。

　

開
館
当
初
か
ら
運
営
会
議
に
参
加
し
て

い
る
伊
丹
市
宮
ノ
前
の
多
賀
谷
學
さ
ん

（
76
）
は
「
ス
タ
ー
ト
し
た
４
年
前
と
は

メ
ン
バ
ー
も
進
め
方
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

た
が
、
参
加
し
て
楽
し
い
雰
囲
気
は
ま
す

ま
す
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た

市
民
の
ア
イ
デ
ア
が
素
晴
ら
し
い
企
画
に

変
身
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

　

同
賞
で
は
、「
図
書
館
に
お
い
て
、
学

び
や
遊
び
に
関
す
る
創
造
的
な
活
動
を
市

民
と
共
に
実
践
し
て
い
る
」
点
を
高
く
評

価
。
市
民
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
っ
て
73

年
ぶ
り
に
復
刊
し
た
本
紙
（
伊
丹
公
論
）

で
は
、
市
民
自
ら
取
材
し
、
伊
丹
の
歴

史
・
文
化
を
全
国
に
発
信
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
書
店
と
協
力
し
た
「
帯
ワ
ン
グ

ラ
ン
プ
リ
」
な
ど
地
域
経
済
と
の
関
わ
り

も
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
斬
新
な
市
民
発

の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
従
来
の
図
書
館

イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
た
こ
と
が
受
賞
に
結
び

つ
い
た
。

　

最
終
選
考
会
で
山
崎
博
樹
選
考
委
員
長

は
「
審
査
員
に
よ
る
現
地
視
察
で
、
市
民

と
一
体
と
な
っ
た
図
書
館
で
あ
る
と
感
じ

取
れ
た
。
こ
の
持
続
可
能
な
運
営
方
法
は

全
国
の
図
書
館
の
模
範
に
な
る
」
と
評
価

し
た
。

　

こ
と
ば
蔵
で
は
受
賞
記
念
の
横
断
幕
を

作
成
し
、12
月
28
日
ま
で
に
来
館
す
る
と
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
入
で
き
る
。

Li
ラ イ ブ ラ リ ー

brary o
オ ブ

f t
ザ

he Ye
イ ヤ ー

ar
大賞受賞

　

こ
と
ば
蔵
は
、
エ
フ
エ
ム
い

た
み
開
局
20
周
年
を
記
念
、
未

来
の
自
分
へ
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
音
声
を
収
録
し
、
10
年
後
に

同
局
で
放
送
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
こ
と
ば
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」

を
12
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時

に
開
催
し
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
坂
本
恵

利
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
大

人
に
な
っ
た
自
分
を
想
像
し
な

が
ら
、
未
来
の
自
分
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
400
字
以
内
で
作
文
し

て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、
エ
フ
エ

ム
い
た
み
の
ス
タ
ジ
オ
に
移
動
し
、

本
人
が
読
み
上
げ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

収
録
。
こ
の
収
録
し
た
音
声
は
開
局

30
周
年
を
迎
え
る
10
年
後
に
同
局
で

放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
10
年
後
の
本

人
に
出
演
依
頼
し
、
感
想
な
ど
を
放

送
す
る
予
定
で
す
。

　

参
加
無
料
で
先
着
20
人
。
小
学
４

年
生
～
中
学
３
年
生
が
対
象
。
申
し

込
み
は
こ
と
ば
蔵
へ
。

「
創
造
的
な
活
動
を
市
民
と
共
に
実
践
」

10 年後の自分への
メッセージを収録

伊丹市総合防災訓練を中継するリポーター＝猪名川河川敷で

市内高校放送部員が出演する「いたみ青春放送局」

　
伊
丹
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
「
エ
フ
エ
ム
い
た
み
」
が
今
年
12
月
21
日
で
開

局
20
周
年
を
迎
え
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
災
害
時
の
迅
速
な
情

報
伝
達
手
段
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
開
局
し
た
放
送
局
で
あ
り
、
普
段
か
ら
放
送
が

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
至
上
命
題
。
こ
の
た
め
、
市
民
ス
タ
ッ
フ
を
多
用

す
る
な
ど
地
域
密
着
の
放
送
局
を
目
指
し
奮
闘
を
続
け
て
い
る
。

12
月
11
日
に
　「
こ
と
ば
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」

「
私
た
ち
の
ラ
ジ
オ
」め
ざ
し
着
々

エフエムいたみが
開 局 20 周  年

こ
と
ば
蔵

表彰状を受け取る交流フロア運営会議メンバーら
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復 刊

　

県
指
定
史
跡
「
御
願
塚
古
墳
」
の
保
存
・
継
承
に
取
り
組
む
「
御

願
塚
史
跡
保
存
会
」
が
、
来
年
９
月
に
同
保
存
会
結
成
50
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
か
つ
て
ツ
ツ
ジ
の
名
所
だ
っ
た
当
時
の
姿
を
再

現
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

　

同
保
存
会
の
結
成
は
、
御
願
塚
古
墳
が
県
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
た
翌
年

の
昭
和
42
年

（
１
９
６
７
）。

地
元
の
貴
重
な

文
化
財
を
守
っ

て
い
き
た
い
と

い
う
住
民
の
強

い
思
い
か
ら

だ
っ
た
。
会
員

は
現
在
約
320

人
、
近
隣
自
治

会
と
企
業
７

社
。
主
に
古
墳

の
清
掃
・
剪
定

や
広
報
・
研
修
活
動
の
ほ
か
、
小
学
生
向

け
の
見
学
会
や
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

　

御
願
塚
古
墳
は
古
墳
時
代
中
期
（
５
世

紀
後
半
）
に
造
ら
れ
た
帆
立
貝
式
古
墳
。

か
つ
て
こ
の
古
墳
と
他
の
４
基
の
古
墳
を

合
わ
せ
て
「
五
ケ
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

の
が
「
御
願
塚
」
に
な
っ
た
と
の
伝
承
が

あ
る
。
ま
た
、
明
治
時
代
に
は
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て
有
名
で
、
市
の
花

に
ツ
ツ
ジ
が
選
ば
れ
た
理
由
の
一
つ
で
も

あ
る
。
だ
が
現
在
は
、
古
墳
頂
部
の
社
周

辺
に
100
本
ほ
ど
残
る
だ
け
と
な
っ
て
い

る
。

　

そ
こ
で
今
回
、
数
年
前
か
ら
、
挿
し
木

か
ら
苗
木
を
育
て
て
い
た
同
保
存
会
が
、

結
成
50
年
を
機
に
、
古
墳
に
「
ツ
ツ
ジ
の

名
所
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
今
年
２
月
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
、
苗
木
は

約
150
本
を
準
備
し
た
。
５
月
上
旬
に
は
会

員
か
ら
「
里
親
」
を
募
集
、
現
在
は
約
30

人
が
育
て
て
い
る
。

　

約
40
年
前
に
も
、
先
人
た
ち
が
こ
の
ツ

ツ
ジ
を
後
世
に
残
し
た
い
と
里
親
に
な
り

挿
し
木
か
ら
育
て
た
ツ
ツ
ジ
を
植
樹
し
て

い
る
。
今
回
の
里
親
に
は
、
そ
の
子
孫
６

人
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

11
月
26
日
に
は
、
50
年
の
プ
レ
事
業
と

し
て
別
途
挿
し
木
か
ら
育
て
た
中
か
ら
約

30
本
を
古
墳
の
護
岸
部
と
造
り
出
し
部
に

植
え
た
。
来
秋
に
は
里
親
ら
に
よ
る
植
樹

祭
を
行
っ
て
さ
ら
に
残
り
の
護
岸
部
と
帆

立
部
に
植
え
、
そ
の
後
も
順
次
増
や
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

史
跡
指
定
さ
れ
て
い
る
古
墳
は
全
国
に

数
多
く
あ
る
が
、
住
民
が
保
存
会
を
結
成

し
て
50
年
も
活
動
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
県

内
唯
一
と
い
う
。
大
田
幸
蔵
会
長
（
65
）

は
「
古
墳
を
50
年
間
守
っ
て
き
た
先
人
た

ち
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
50
年
先

も
見
据
え
て
、
周
辺
地
域
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

同
保
存
会
の
活
動
内
容
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
（
下
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り
可
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
と
ば
蔵
は
こ
の
ほ
ど
、
架
空
の
本

の
タ
イ
ト
ル
の
出
来
栄
え
を
競
う
「
第

２
回
タ
イ
ト
ル
だ
け
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の

最
高
賞
（
田
辺
聖
子
名
誉
館
長
賞
）
に

名
古
屋
市
の
主
婦
、
和
田
千
惠
美
さ
ん

（
61
）
の
「
天
下
の
イ
タ
ミ
分
け
！
～
伊

丹
市
を
２
分
す
る
大
問
題
が
今
こ
こ
に
勃

発
！
」
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
自
作
本
の
帯

の
出
来
栄
え
を
競
う
「
第
４
回
帯
ワ
ン
グ

ラ
ン
プ
リ
」
の
伊
丹
本
屋
大
賞
に
伊
丹
市

の
東
中
学
校
１
年
、
松
田
薫
さ
ん
（
13
）、

伊
丹
市
の
パ
ー
ト
、土
井
富
恵
さ
ん（
39
）、

大
阪
市
東
淀
川
区
の
パ
ー
ト
、
森
順
子
さ

ん
（
68
）
の
作
品
を
選
ん
だ
。

　

11
月
６
日
に
こ
と
ば
蔵
で
各
賞
の
表
彰

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
最
高
賞
の
和
田

さ
ん
は
「
伊
丹
を
東
西
に
分
け
た
境
界
線

で
、
世
紀
の
大
発
見
と
な
る
恐
竜
の
化
石

が
出
土
し
、
そ
れ
が
東
西
ど
ち
ら
の
地
域

の
も
の
か
住
民
の
間
で
大
論
争
に
…
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
作
っ
た
」
と
話

し
て
い
た
。
一
方
、
帯
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ

伊
丹
本
屋
大
賞
受
賞
者
の
一
人
、
松
田
さ

ん
は
「
絵
を
か
く
の
が
得
意
な
の
で
、
が

ん
ば
っ
て
作
っ
た
。
賞
に
選
ば
れ
て
す
ご

く
嬉
し
い
」
と
に
っ
こ
り
。

　

両
グ
ラ
ン
プ
リ
の
募
集
は
６
月
１
日
か

ら
９
月
４
日
ま
で
行
い
、「
タ
イ
ト
ル
だ

け
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
は
市
内
外
か
ら
計
966

点
、
帯
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
計
227
点
の

応
募
が
あ
っ
た
。
他
の
入
賞
者
と
作
品
は

次
の
と
お
り
。

　
【
タ
イ
ト
ル
だ
け
グ
ラ
ン
プ
リ
】
▽
田

辺
聖
子
文
学
館
賞
＝
東
京
都
葛
飾
区
、
荒

木
光
弘
さ
ん
「
お
も
て
な
し
の
う
ら
～
お

も
て
な
し
に
、
う
ら
は
あ
る
の
か
、
な
い

の
か
」
▽
宮
本
輝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
賞
＝
長

崎
県
島
原
市
、
草
野
ゆ
り
さ
ん
「
猫
の
憂ゆ
う

鬱う
つ

～
今
日
も
飼
い
主
の
相
手
を
し
な
け
れ

ば
」
▽
こ
と
ば
蔵
賞
＝
伊
丹
市
、
安
東
優

汰
さ
ん
「
過
去
・
現
在
・
未
来
～
違
う
よ

う
で
同
じ
、
同
じ
よ
う
で
違
う
空
」

　
【
帯
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
】
こ
と
ば
蔵
賞

＝
伊
丹
市
、
藤
澤
美
羽
さ
ん

「
ツ
ツ
ジ
の
名
所
」
復
活
へ

「
御
願
塚
史
跡
保
存
会
」
が
結
成
50
年
に
向
け
動
く

　

戦
国
武
将
、
荒
木
村
重
の
遺
児
と
さ

れ
る
浮
世
絵
師
、
岩
佐
又
兵
衛
勝か
つ

以も
ち

（
１
５
７
８
～
１
６
５
０
）
の
作
品
「
洛

中
洛
外
図
屏
風
（
舟
木
本
）」
に
つ
い
て

国
宝
指
定
に
向
け
文
科
相
に
答
申
が
な
さ

れ
た
こ
と
を
本
紙
復
刊
第
12
号
で
お
伝
え

し
た
が
、
こ
の
８
月
に
晴
れ
て
指
定
さ
れ

た
。
何
と
い
う
快
挙
だ
ろ
う
。

　

才
能
は
越
前
福
井
で
大
き
く
開
花
し
、

そ
の
奔
放
な
画
風
か
ら
「
異
端
の
絵
師
」

と
い
わ
れ
た
。
風
俗
と
高
尚
、
そ
の
両
方

を
画
布
に
叩
き
つ
け
た
。
出
自
ゆ
え
「
怨

念
の
絵
師
」
の
異
名
も
。　
　

　

そ
の
国
宝
を
含
め
た
岩
佐
又
兵

衛
展
が
福
井
県
立
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
。
私
た
ち
の
荒
木
村
重
研
究

会
は
８
月
26
日
、
胸
を
わ
く
わ
く
さ

せ
て
福
井
市
を
訪
ね
た
。

　

観
覧
の
前
に
、
ど
う
し
て
も
お
参

り
し
た
い
場
所
が
あ
っ
た
。
又
兵
衛

の
菩
提
寺
・
興
宗
寺
で
あ
る
。
北
條

紘
文
前
住
職
の
説
明
は
驚
く
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
お
墓
の
移
転
の
際

に
骨
壺
を
洗
う
と
、
表
面
に
荒
木
の

文
字
が
浮
き
出
た
。
乾
く
と
自
然
に
消
え

た
。
出
自
を
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
福
井

の
又
兵
衛
。
様
々
な
ゆ
か
り
の
品
々
を
拝

見
し
、
去
る
の
が
惜
し
か
っ
た
。　

　

そ
し
て
美
術
館
へ
向
か
っ
た
。
展
覧
会

の
作
品
群
は
、
又
兵
衛
の
生
涯
を
網
羅
す

る
贅
沢
な
40
点
。
こ
こ
ま
で
よ
く
ぞ
集

め
た
と
目
を
奪
わ
れ
た
。
注
目
は
国
宝

と
な
っ
た
６
曲
１
双
の
「
洛
中
洛
外
図
屏

風
」。
画
題
の
洛
中
洛
外
と
は
、
政
治
文

化
の
中
心
地
・
京
の
市
中
と
東
山
か
ら
下

京
あ
た
り
を
指
す
。
描
か
れ
た
時
期
は
、

豊
臣
期
か
ら
江
戸
幕
府
へ
移
行
す
る
こ

ろ
。

　

そ
の
景
観
と
と
も
に
都
の
人
々
の
暮
ら

し
、
賑
わ
い
ぶ
り
が
又
兵
衛
独
特
の
筆
致

で
見
事
に
描
か
れ
て
い
た
。
登
場
人
物

は
、
貴
人
、
武
士
、
商
人
か
ら
庶
民
の
大

人
子
供
老
若
男
女
に
南
蛮
の
宣
教
師
な
ど

描
き
に
描
い
た
り
２
千
728
人
。
も
の
を
食

べ
る
、
酒
を
飲
む
、
橋
の
上
で
踊
る
、
芝

居
を
観
る
、
ナ
ン
パ
す
る
…
。
皆
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
で
、
笑
い
声
や
嬌
声
が
絵
か
ら

は
み
出
て
い
る
。平
和
を
謳
歌
し
て
い
る
。

こ
の
戦
争
の
な
い
平
和
こ
そ
又
兵
衛
の
主

題
な
の
だ
。
こ
の
願
い
は
今
に
も
通
じ
る

人
類
の
永
遠
の
願
い
に
他
な
ら
な
い
。
絵

の
前
で
は
多
く
の
人
が
オ
ペ
ラ
グ
ラ
ス
を

手
に
じ
っ
と
見
入
っ
て
い
た
。
短
時
間
で

あ
っ
た
が
、
作
品
に
圧
倒
さ
れ
酔
っ
た
。

　

来
年
１
月
22
日
、
こ
と
ば
蔵
で
２
回
目

と
な
る
「
浮
世
絵
師
・
又
兵
衛
ま
つ
り
」

を
開
き
、
広
く
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
読
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
郷
土
史
研
究
家
　
森
本
啓
一
）

「天下のイタミ分け！」
タイトルだけグランプリ最高賞に和田さん

蔵出し

ニュース蔵出し

ニュース

郷
土
史

  

こ
ぼ
れ
話

14

骨壺がぬれると荒木の文字
興宗寺と岩佐又兵衛展の福井へ

帯ワンの受賞作品を手に喜ぶ松田さん

市バス「御願塚」下車すぐ

このようなツツジを古墳全体に広げる計画だ＝今春、御願塚古墳頂部で

ツツジを植樹する会員ら

「荒木」の文字が浮き出た骨壷

帯
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
入
賞
に
松
田
さ
ん
ら
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伊
丹
で
撮
影
さ
れ

た
写
真
を
市
民
か
ら

募
集
し
、
こ
れ
を
一

つ
の
演
劇
に
し
て
上

演
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ア
イ
ホ
ー
ル
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
る
。
今
年
は
３
年

計
画
の
２
年
目
で

「
写
真
と
演
劇
」
を

テ
ー
マ
に
、
大
阪
万

博
や
阪
神
・
淡
路
大

震
災
な
ど
に
ま
つ
わ

る
６
つ
の
物
語
を
芝

居
に
合
わ
せ
て
写
真

投
影
し
な
が
ら
演
じ

る
舞
台
が
10
月
14
日

～
16
日
に
ア
イ
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
た
。

　

昨
年
は
「
あ
な
た
に
と
っ
て
一
番
古
い

伊
丹
」
を
テ
ー
マ
に
写
真
を
公
募
。
今
年

３
月
、
こ
と
ば
蔵
な
ど
で
写
真
展
と
写
真

を
寄
せ
た
人
ら
に
よ
る
茶
話
会
を
開
催
し

た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
様
々
な
人
か
ら
聞

い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
、
劇
作
家
の

ご
ま
の
は
え
さ
ん
（
39
）
が
シ
ナ
リ
オ
を

書
き
、
６
つ
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
が

生
ま
れ
た
。

　

公
演
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
が
つ

ま
っ
た
写
真
が
背
景
と
し
て
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ
、
そ
こ
で
７
人
の
役
者
が

写
真
に
合
わ
せ
て
演
じ
た
役
者
に
よ
る
生

演
奏
や
笑
い
も
あ
り
、
写
真
と
演
劇
が
調

和
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
展
開
し
た
。

　

ご
ま
の
は
え
さ
ん
は
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
写
真
が
、そ
の
人
自
身
の
歴
史
な
の
で
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
入
れ
す
ぎ
ず
、
個
人
的

な
色
合
い
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
、
み
ん

な
の
も
の
に
な
る
よ
う
仕
上
げ
て
い
く
の

が
難
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

今
回
上
演
さ
れ
た
物
語
は
「
昆
陽
池
か

ら
来
た
ヘ
ビ
」「
国
道
171
号
線
を
行
く
象
」

「
天
神
川
ホ
エ
ー
ル
ズ
の
補
欠
た
ち
」「
崩

れ
た
灯
篭
、
瓦
礫
の
境
内
」「
カ
エ
ル
の

居
場
所
～
震
災
後
の
街
並
み
」「
尼
宝
線

と
防
空
壕
と
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
」の
６
本
。

来
年
は
象
の
話
を
メ
イ
ン
に
一
本
の
芝
居

と
し
て
完
成
さ
せ
る
予
定
だ
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
て
い
る
ア

イ
ホ
ー
ル
の
香か

井い

亜
希
子
さ
ん
（
37
）
は

「
３
年
目
も
伊
丹
の
地
名
が
登
場
す
る
な

ど
地
元
の
方
に
と
っ
て
共
感
し
て
も
ら
え

る
作
品
に
仕
上
が
る
は
ず
。
ぜ
ひ
、
家
族

や
友
人
と
一
緒
に
見
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

公
演
は
、
来
年
９
月
８
日
～
10
日
の
予

定
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
大
成
を
観
に
ぜ

ひ
ア
イ
ホ
ー
ル
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た

い
。

（
龍
田
起
代
子
）

　

阪
急
伊
丹
駅
改
札
前
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ

「
ア
ズ
ナ
ス
」
伊
丹
店
に
、
伊
丹
の
物
産

コ
ー
ナ
ー
が
出
来
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
入
り
口
近
く
の
わ
か
り
や
す

い
場
所
に
あ
り
、伊
丹
市
マ
ス
コ
ッ
ト「
た

　

創
業
は
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）。
当

時
の
庶
民
は
生
活
の
安
定
が
第
一
で
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
興
じ
た
り
、
観
戦
す
る

余
裕
も
余
り
な
か
っ
た
が
、
社
長
の
田
村

滋
さ
ん
（
80
）
＝
写
真
＝
は
、
今
後
は
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
な
る
と
考
え
、
ス
ポ
ー

ツ
用
品
の
販
売
を
始
め
た
。

み
ま
る
」
の
パ
ネ
ル
が
目
印
と
な
っ
て
い

る
。

　

地
元
の
物
産
を
扱
う
の
は
、
59
カ
所
あ

る
ア
ズ
ナ
ス
の
中
で
は
初
め
て
の
試
み

で
、
今
年
７
月
６
日
に
誕
生
。
伊
丹
店

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
に
際
し
、

伊
丹
に
は
お
土
産
と
し
て
扱
え

る
商
品
が
多
く
存
在
す
る
こ
と

に
目
を
付
け
、
こ
の
企
画
を
考

え
つ
い
た
と
い
う
。

　
「
一
つ
二
つ
置
い
た
の
で
は
意

味
が
な
い
。
棚
を
い
く
つ
か
使
っ

て
、
お
客
さ
ん
に
は
っ
き
り
分

か
る
陳
列
に
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
店
長
の
柴
田
英
男
さ

ん
（
38
）
＝
写
真
。
現
在
、
物

産
コ
ー
ナ
ー
で
扱
っ
て
い
る
商

品
は
24
点
。
伊
丹
市
観
光
物
産

協
会
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。

　

売
れ
行
き
１
位
は
、
㈱
三
喜

屋
の
「
ソ
ー
ス
の
お
せ
ん
べ
い

（
伊
丹
地
ソ
ー
ス
味
）」（
１
袋
378

円
）、２
位
は
白
雪
食
品
㈱
の
「
き

　

店
名
は
、
学
友
で
親
友
の
村
山
実
・
元

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
投
手
の
強
い
勧
め
で
、

迷
う
こ
と
な
く
「
阪
神
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し

た
。「
ス
ポ
ー
ツ
で
よ
り
明
る
く
、健
康
に
」

が
店
の
モ
ッ
ト
ー
だ
。

　

開
店
か
ら
20
年
く
ら
い
の
間
は
伊
丹

ざ
み
奈
良
漬
」（
378
円
）、
３
位
は
茶
道　

香
島
園
の
「
抹
茶
の
ク
ッ
キ
ー　

円
満
」

（
367
円
）
だ
。

　

ソ
ー
ス
の
お
せ
ん
べ
い
は
、
国
産
う
る

ち
米
の
生
地
に
伊
丹
の
地
ソ
ー
ス
を
染

み
込
ま
せ
唐
辛
子
を
効
か
せ
た
も
の
で
、

ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に
ぴ
っ
た
り
。
ほ
ぼ

毎
日
売
れ
て
い
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
出
張

で
伊
丹
に
来
た
帰
り
に
、
お
土
産
と
し
て

10
袋
ほ
ど
買
っ
て
行
っ
た
人
も
あ
っ
た
そ

う
だ
。

　

き
ざ
み
奈
良
漬
は
、
食
べ
き
り
サ
イ
ズ

で
小
分
け
に
な
っ
て
お
り
、
お
酒
と
一
緒

に
購
入
す
る
男
性
客
が
多
い
。

　

阪
急
伊
丹
駅
ビ
ル
に
は
、
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅

改
札
横
に
あ
る
よ
う
な
観
光
案
内
所
が
な

い
が
、
こ
の
店
は
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

で
市
の
観
光
資
料
や
散
策
マ
ッ
プ
な
ど
を

提
供
。
改
札
前
と
い
う
立
地
を
生
か
し
、

観
光
案
内
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

伊
丹
の
魅
力
あ
る
商
品
や
観
光
情
報
が

阪
急
電
車
に
乗
っ
て
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
丸
晴
子
）

ア
ズ
ナ
ス
伊
丹
店

　
伊
丹
市
西
台
１
丁
目
１
　
リ
ー
タ
３
階

　
☎
072
・
777
・
２
４
５
３

で
も
ス
キ
ー
愛
好
者
が
多
く
、
信
州
方

面
、
兵
庫
県
鉢
伏
高
原
な
ど
へ
の
バ
ス
の

チ
ャ
ー
タ
ー
に
大
忙
し
だ
っ
た
。
そ
れ
に

伴
い
ス
キ
ー
用
品
の
販
売
も
か
な
り
の

ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
た
。

　

現
在
は
、
リ
オ
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
な

ど
の
一
流
選
手

を
担
当
す
る
ラ

ケ
ッ
ト
の
「
張は
り

人び
と

」が
テ
ニ
ス
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
ガ
ッ
ト
を
客

の
求
め
に
応
じ

て
張
り
替
え
る

な
ど
、
同
業
他

店
に
は
な
い
特

色
を
持
ち
頑

張
っ
て
い
る
。

（
辻
野
文
三
）

伊丹の写真から６つの短
シ ョ ー ト

編物
ストーリー

語

阪神スポーツ
伊丹市西台３丁目９－17

☎072－772－2802

ア
ズ
ナ
ス
伊
丹
店
に
地
元
物
産
コ
ー
ナ
ー

郷
土
土
産
品
紹
介

来
秋
、
劇
化
し
て
上
演

演技指導するごまのはえさん（写真右）

活
動
を
続
け
、
５
年
前
に
は
環

境
省
の
「
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
環
境
大
臣
表
彰
」を
受
け
た
。

　

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）、

西
宮
市
の
高
校
を
卒
業
後
、
翌

年
気
象
庁
に
入
庁
。
仕
事
と
大
学

通
学
の
中
、
当
時
、
放
射
能
汚
染

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

大
気
汚
染
を
観
測
し
て
い
る
う
ち

に
、
環
境
問
題
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

　

35
歳
の
と
き
、
公
害
対
策
が
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
た
尼
崎
市
の

職
員
に
転
身
、
公
害
監
視
セ
ン

タ
ー
所
長
に
就
任
し
た
。
平
成
７

年（
１
９
９
５
）

に
定
年
退
職
、

再
就
職
し
た
外

郭
団
体
を
平
成

13
年
に
退
職
す

る
と
、「
県
地

球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
」

の
第
１
期
生
に

応
募
。
以
来
、

途
切
れ
る
こ
と

な
く
推
進
員
を

務
め
、
阪
神
北

地
域
連
絡
会
代

表
、
伊
丹
市
域

連
絡
会
代
表
を
今
日
ま
で
続
け
て
い
る
。

　

後
藤
さ
ん
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
子

ど
も
た
ち
へ
の
啓
発
。
こ
と
ば
蔵
で
も
手

回
し
発
電
機
を
作
っ
て
発
電
し
ミ
ニ
カ
ー

を
走
ら
せ
る
「
ワ
ン
コ
イ
ン
エ
コ
工
作
教

室
」
を
企
画
、
実
施
し
た
。
車
を
走
ら
せ

る
に
は
ど
れ
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
の

か
知
っ
て
も
ら
う
た
め
だ
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
日
曜

大
工
指
導
者
）
と
し
て
「
親
子
で
本
立
て

作
り
」
に
も
参
加
し
協
力
。
来
年
２
月
に

は
、
ま
だ
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
を
直
す
「
お

も
ち
ゃ
病
院
」な
ど
の
開
催
に
尽
力
す
る
。

　

自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
く
て
も
、

外
部
か
ら
の
力
で
何
で
も
で
き
る
時
代
だ

が
、
そ
こ
に
は
莫
大
な
動
力
が
過
剰
ま
で

に
生
産
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
Ｃ
Ｏ
２
が
排

出
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

地
球
が
心
配
だ
。

　

後
藤
さ
ん
は
「
環
境
問
題
は
、
や
は
り

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
教
育
が
大
事
。
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

（
細
尾
哲
也
）

　

退
職
後
の
第
二
の
人
生
で
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員
を
15
年
以
上
務
め

る
。
自
転
車
発
電
で
走
る
ミ
ニ
カ
ー
を
自

作
す
る
な
ど
し
て
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り

や
す
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
を
訴
え
る

子どもたちの未来のために

　兵庫県地球温暖化防止活動推進員

後藤 昌弘さん（80）

風　

景

現
代
人
物

写
真
協
力
＝
西
田
写
真
館
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「
虫
」　

坪
内
稔
典　

選　
　

（
佛
教
大
学
・
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
。

柿
衞
文
庫
也
雲
軒
塾
頭
）

最
優
秀
賞

　

モ
ー
ロ
ク
の
書
斎
は
カ
フ
ェ
ち
ん
ち
ろ
り
ん

平　

き
み
え
（
伊
丹
市
）

　

い
い
モ
ー
ロ
ク
ぶ
り
。
も
っ
と
も
カ
フ
ェ
を
書
斎
に
し
て
俳
句
を
作
っ
た

り
読
書
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
ら
、実
際
は
モ
ー
ロ
ク
の
寸
前
か
。
と
も
あ
れ
、

ち
ん
ち
ろ
り
ん
（
松
虫
）
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
モ
ー
ロ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。

優

秀

賞

相
棒
の
右
京
の
影
が
昼
の
虫 
諸
富　

千
歳 

（
伊
丹
市
）

郷
町
に
虫
の
故
郷
甦
れ 
藤
田　
　

勇 

（
伊
丹
市
）

畦
道
に
夫
と
休
め
ば
昼
の
虫 

小
松　

房
子 

（
伊
丹
市
）

玉
虫
の
母
に
ぶ
つ
か
る
石
舞
台 

堀
ノ
内
和
夫 

（
奈
良
市
）

ほ
が
ら
か
に
こ
お
ろ
ぎ
が
鳴
く
犀
川
よ 

戸
田　

な
お 

（
金
沢
市
）

「
虫
」　

尾
崎
ま
ゆ
み　

選　
　
　

（「
玲
瓏
」
選
者
。
神
戸
新
聞
文
芸
短
歌
選
者
。

現
代
歌
人
協
会
会
員
）

最
優
秀
賞

蜻
蛉
の
群
れ
な
す
野
辺
に
振
り
か
へ
る
君
よ
り
ゆ
ら
と
透
け
る
少
年

松
城　

ゆ
き
（
滋
賀
県
草
津
市
）

　

野
原
を
陽
炎
の
よ
う
に
ゆ
ら
と
群
れ
飛
ぶ
ト
ン
ボ
を
背
景
に
、
君
が

振
り
返
る
と
、
輪
郭
も
揺
れ
て
曖
昧
、
中
の
少
年
が
透
け
て
見
え
る
。

飛
ぶ
さ
ま
が
陽
炎
に
似
て
い
る
か
ら
ト
ン
ボ
を
蜻
蛉
と
呼
ぶ
。
言
葉
の

使
い
方
と
、「
ゆ
ら
と
透
け
る
」
の
リ
ア
ル
が
魅
力
。

優

秀

賞

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
背
中
を
虫
が
這
う
け
れ
ど
わ
た
し
は
わ
た
し
を
助
け
ら
れ
な
い

 

岡
野
は
る
み （
大
阪
府
泉
南
郡
岬
町
）

コ
ン
ビ
ニ
の
誘
蛾
灯
へ
と
近
寄
り
し
虫
に
緊
急
指
令
を
発
す

 

小
田　

虎
賢 

（
明
石
市
）

食
べ
た
こ
と
な
き
ピ
ク
ル
ス
も
淀
み
な
く
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
読
み
上
げ
る
吾
子

 

小
野　
　

史 

（
東
京
都
足
立
区
）

虫
の
息
弱
さ
の
比
喩
と
は
こ
れ
如
何
に
斯
く
も
力
の
漲
る
者
を

 

石
山　

哲
也 

（
埼
玉
県
蕨
市
）

琥
珀
中
に
閉
ざ
さ
る
虫
の
目
と
な
り
て
み
つ
め
て
お
り
ぬ
朝
の
日
照
雨
を

 

瀬
戸
内　

光 

（
山
口
県
光
市
）

次回の兼題は、俳壇は「鴨」、歌壇は「贈り物」とします。応募は１人各１作品、自作未
発表作品に限る。応募締切は、来年１月 日（必着）。最優秀賞には図書券千円進呈。左
のＱＲコードを利用すると、ケータイからも応募できる。問い合わせは、ことば蔵へ。

伊
丹
俳
壇

伊
丹
俳
壇

伊
丹
歌
壇

伊
丹
歌
壇
れ
い
ろ
う

あ
ぜ　
　
　
　

  

つ
ま

さ
い

ふ
る
さ
と

か
げ 

ろ
う

い　

か

か

み
な
ぎ

か
げ 

ろ
う

そ　

ば　

え

▼
ひ
や
お
ろ
し

　

日
本
酒
で
は
、
発
酵
を
止
め
、
雑
菌
を

殺
し
、
香
味
を
保
つ
た
め
、「
火
入
れ
」

と
い
う
低
温
加
熱
殺
菌
が
通
常
は
２
回

（
貯
蔵
す
る
前
に
１
回
、
さ
ら
に
出
荷
直

前
に
１
回
）、行
わ
れ
る
。「
ひ
や
お
ろ
し
」

は
、
こ
の
２
度
目
の
「
火
入
れ
」
を
せ
ず

に
出
荷
さ
れ
る
も
の
だ
。

　

暑
い
夏
の
間
を
ひ
ん
や
り
と
し
た
蔵
で

眠
っ
て
過
ご
し
て
熟
成
を
深
め
、
秋
の
到

来
と
と
も
に
目
覚
め
る
「
ひ
や
お
ろ
し
」。

豊
穣
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
、
穏
や
か
で
落

ち
着
い
た
香
り
、
滑
ら
か
な
口
あ
た
り
、

濃
密
な
と
ろ
み
が
魅
力
の
お
酒
で
あ
る
。

秋
は
、
や
は
り
秋
の
酒
を
味
わ
い
た
い
。

さ
あ
、
今
日
も
豊
作
を
祝
い
「
ひ
や
お
ろ

し
」
で
一
献
傾
け
よ
う
。

▼
酔
っ
ち
ゃ
い
ソ
ン

　
「
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
ア
イ
デ
ア
と
マ
ラ
ソ
ン

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
数
時
間
～
数

日
間
ぐ
ら
い
で
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
よ
う
に

集
中
し
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
催
し

だ
。
短
期
間
で
ア
イ
デ
ア
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
手
法
と
し
て
、
最
近
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
を
ア
レ
ン

ジ
し
、
温
泉
で
行
う
「
温
カ
ソ
ン
」
な
ど

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

酒
飲
み
の
拙
者
は
当
然
の
ご
と
く
飲
み

な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
「
酔
っ

ち
ゃ
い
ソ
ン
」
を
企
画
し
、
先
日
７
人
で

や
っ
て
み
た
。
ア
イ
デ
ア
（
妄
想
？
）
は

た
く
さ
ん
出
て
盛
り
上
が
っ
た
が
、
打
ち

合
わ
せ
を
兼
ね
た
飲
み
会
と
ど
う
違
う
ね

ん
！
と
突
っ
込
ま
れ
る
と
…
。
次
回
に
期

待
か
♪

（
と
き
わ
喜
多
）

男
子
１
６
０
０
㍍
リ
レ
ー
に
日
本
代
表
と

し
て
出
場
。
今
年
６
月
の
日
本
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
で
は
男
子
400
㍍
で
４
位
に
入

賞
し
、
リ
オ
五
輪
１
６
０
０
㍍
リ
レ
ー
の

日
本
代
表
に
内
定
し
た
。

　

こ
の
種
目
で
日
本
は
五
輪
出
場
の
権
利

を
獲
得
で
き
る
16
番
目
ま
で
に
入
れ
な

か
っ
た
が
、
組
織
的
な
ド
ー
ピ
ン
グ
を
理

由
に
ロ
シ
ア
が
出
場
で
き
な
く
な
っ
た

た
め
、
17
番
目
で
「
補
欠
」
１
番
手
だ
っ

た
日
本
が
繰
り
上
が
り
出
場
権
を
獲
得
し

た
。
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
創
部
の
同

社
陸
上
部
か
ら
は
初
の
五
輪
選
手
と
な
る

快
挙
。
田
村
選
手
は
「
普
段
の
日
本
で
は

味
わ
え
な
い
最
高
の
舞
台
で
走
れ
る
こ
と

に
ワ
ク
ワ
ク
し
通
し
だ
っ
た
」
と
い
う
。

　

そ
し
て
、８
月
19
日
（
日
本
時
間
20
日
）

に
リ
オ
で
行
わ
れ
た
五
輪
予
選
１
組
で
、

田
村
選
手
は
第
２
走
で
健
闘
。
し
か
し
、

日
本
は
３
分
２
秒
95
で
７
着
、
全
体
で
13

位
と
な
り
、
決
勝
進
出
を
逃
し
た
。

　

田
村
選
手
は
「
レ
ー
ス
本
番
は
緊
張
し

て
一
瞬
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
普
通
の

試
合
と
は
違
う
独
特
な
雰
囲
気
。
こ
れ
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
の
か
と
感
じ
た
。
た
だ

ひ
た
す
ら
悔
し
か
っ
た
」。
今
後
に
向
け

て
は
「
日
本
選
手
権
で
優
勝
し
、
個
人
種

目
400
㍍
で
世
界
の
舞
台
に
立
つ
の
が
目

標
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
悔
し
さ
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
し
か
返
せ
な
い
。
４
年
後
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
リ
ベ
ン
ジ
し
た

い
」
と
言
い
切
っ
た
。

　

本
市
に
拠
点
を
置
く
住
友
電
工
陸
上
競

技
部
が
創
部
以
来
初
め
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
選
手
を
送
り
出
す
快
挙
を
今
夏
の
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で
な
し
遂
げ
た
。

　

こ
の
選
手
は
陸
上
男
子
１
６
０
０
㍍
リ

レ
ー
日
本
代
表
の
田
村
朋
也
選
手
（
24
）。

愛
知
県
出
身
の
田
村
選
手
は
中
学
か
ら
陸

上
競
技
を
始
め
、
中
京
大
を
経
て
昨
年
４

月
、
実
業
団
の
強
豪
チ
ー
ム
、
住
友
電
工

陸
上
競
技
部
に
入
部
し
た
。

　

入
部
１
年
目
は
、
環
境
の
変
化
な
ど
で

苦
労
し
た
が
、
同
社
の
サ
ポ
ー
ト
や
世
界

レ
ベ
ル
の
選
手
と
一
緒
に
質
の
高
い
練
習

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
め
き
め
き
と
実
力

を
つ
け
た
。
昨
年
８
月
の
北
京
世
界
陸
上

　

夏
目
漱
石
（
本
名
：
金
之
助
）

（
１
８
６
７
～
１
９
１
６
）
は
イ
ギ
リ
ス

留
学
か
ら
帰
国
後
、
東
京
帝
国
大
学
で

「
18
世
紀
英
文
学
」
と
題
し
て
明
治
38
年

（
１
９
０
５
）
9
月
か
ら
同
40
年
3
月
ま

で
行
っ
た
講
義
（
週
３
時
間
）
の
内
容
を

ま
と
め
、『
文
学
評
論
』
と
し
て
明
治
42

年
に
出
版
し
ま
し
た
。
今
日
で
は
、
講
談

社
学
術
文
庫
や
岩
波
文
庫
で
読
め
ま
す
。

　

こ
の
『
文
学
評
論
』
に
は
、
当
時
の
イ

ギ
リ
ス
の
諸
文
献
か
ら
の
英
文
引
用
が
か

な
り
あ
り
、
ご
自
分
で
和
訳
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
夏
目
先
生
に
英
語
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　

濵
註
釈
：
英
文
①
は
、
直
訳
し
ま
す

と
、「
し
か
し
、
我
々
は
誇
張
し
て
は

い
け
な
い
」
と
な
り
、「
誇
張
す
る
→

む
や
み
に
言
い
す
ぎ
る
／
～
し
て
は
い

け
な
い
→
弊
が
出
る
」
と
い
う
関
係
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

英
文
②
の
直
訳
は
、「
社
会
全
体
が

一
つ
の
大
き
な
カ
ジ
ノ
だ
っ
た
」
で
、

最
後
の
と
こ
ろ
を
「
～
の
観
を
な
し
て

い
た
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。
英

文
③
に
つ
い
て
は
、bon m

ots

は

フ
ラ
ン
ス
語
で
、
英
語
で
はgood 

w
ords

（
よ
い
言
葉
・
名
言
）
に
相

当
し
ま
す
。
直
訳
は「
冗
談
や
名
言
が
、

ボ
ッ
ク
ス
席
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
反
響
す

る
」
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
3
例
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

英
文
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
が
日
本
語

に
な
り
き
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
「
日
本

語
と
し
て
自
立
し
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
根
底
に
は
、「
漢
文
の
素
養
」

「
英
語
英
文
学
の
教
養
」「
文
学
的
才
能
」

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
翻

訳
を
楽
し
む
余
裕
」も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

漱
石
没
後
100
年
、
ま
だ
ま
だ
「
碩せ
き

学が
く

の
教
え
」
は
新
鮮
で
多
彩
で
す
。

（
濵
昌
央
）

酔
後録

酔
後録

14杯目 

男
子
１
６
０
０
㍍
リ
レ
ー
の
田
村
朋
也
選
手

住
電
陸
上
部
か
ら
初
の
五
輪林やよい

伊丹市在住。毎日新聞兵庫版にイラ
ストエッセイ「くるまいすまいる」
を連載中。

英文①：Yet we must not exaggerate.
夏目先生和訳：しかしむやみに言いすぎると弊

へ い
が出る。

英文②：Society was one vast casino.
夏目先生和訳：社会全体が一大賭博場の観をなしていた。

英文③：Jokes and bon mots  are echoed from box to box; 以下略
夏目先生和訳：諧

か い
謔
ぎゃく

が百出する、機智を弄
ろ う

し合う。席から席、座から座へと　
　　　　　　　響き渡る。

英語註釈日和
「夏目金之助先生の

英文和訳」

小
中
学
生
陸
上
教
室
で
指
導
す
る
田
村
選
手

＝
10
月
16
日
、
住
友
総
合
グ
ラ
ン
ド
で


